
やり取り 発表

高3

(L 1)
①
　比較的自然な速さで話される日
常的な話題について、対話や説
明、スピーチなどから必要な情報を
聞き取り、話の展開や話し手の意
図を把握することができる。実用的
な手順の説明ではその詳細を理解
し、手順に沿って行動できる。

②
　比較的自然な速さで話される社
会的な話題について、複数の説明
や討論から話の展開に注意しなが
ら必要な情報を聞き取り、概要や
要点、詳細を把握することができ
る。

(R 1)
①
　日常的な話題について、文章の
構成を意識しながら、必要な情報
を読み取り、要点や書き手の意図
を理解できる。実用的な手順の説
明では、その詳細を理解し、手順
に沿って行動できる。また、物語な
どでは、登場人物の心情や書き手
の意図を読み取り考察しながら、
あらすじや趣旨、題材の背景を捉
え、自分の状況に当てはめて考
え、客観的な見方を構築できる。

②
　社会的な話題について、複数の
英文から必要な情報を読み取り、
概要や要点を把握し、論点や根拠
を明確にできる。

(SI 1)
①
　日常的な話題について、情報や
考え、気持ちなどを即興で詳しく伝
え合い、会話を発展させることがで
きる。また、日常生活での想定外
の出来事について、即興である程
度対応できる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題について、情報や考
え、課題の解決策などを明確な理
由や根拠とともに詳しく話して伝え
合うことができる。また、複数の資
料を活用するなどして、意見や主
張、課題の解決策などについて、
聞き手を説得できる適切な理由や
根拠とともに詳しく伝え合うディ
ベートやディスカッションへと発展さ
せることができる。

(SP 1)
①
　日常的な話題について、情報や
考え、気持ちなどを明確な理由や
根拠とともに詳しく伝えることがで
きる。また、発表した内容につい
て、質疑応答をしたり、意見や感想
を伝え合ったりすることができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題について、段階的な手
順を踏みながら、聞き手を説得す
ることができるよう、情報や考え、
気持ちなどを適切な理由や根拠と
ともに詳しく話して伝えることができ
る。また、発表した内容について、
質疑応答をしたり、意見や感想を
伝え合うことができる。

(W 1)
①
　日常的な話題について、情報や
考え、気持ちや感想などを明確な
理由や根拠とともに複数の段落を
用いて詳しく伝えることができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題について、発想から推
敲まで段階的な手順を踏みなが
ら、情報や考え、意見や主張など
を、自分自身の立場を明らかにし
て、説得力のある明確な理由や根
拠とともに複数の段落を用いて詳
しく伝えることができる。

高３

(L 2)
①
　必要に応じて、調整された速さで
話されれば、日常的な話題につい
て、対話や説明、スピーチなどから
必要な情報を聞き取り、話の展開
や話し手の意図を把握できる。簡
単な手順の説明では、その内容を
理解し、手順に沿って行動できる。

②
　必要に応じて、調整された速さで
話されれば、社会的な話題につい
て、説明や討論などから必要な情
報を聞き取り、概要や要点、詳細を
把握することができる。

(R 2)
①
　日常的な話題（新聞や雑誌の記
事、広告、説明書、ガイドブック、レ
シピ、物語、エッセイ、スピーチな
ど）について、必要な情報を読み取
り、要点や文章の展開、書き手の
意図を理解できる。簡単な手順の
説明では、その内容を理解し、手
順に沿って行動できる。また、物語
などについては、登場人物の心情
や書き手の意図を読み取り考察し
ながら、あらすじや趣旨を捉え、題
材の背景に考えを巡らすことがで
きる。

②
　社会的な話題（現代の問題など
一般的関心の高いトピックや歴史
的考察に基づくトピック、科学的事
象に関する論証文や報告文、デー
タに基づく調査結果など）につい
て、必要な情報を読み取り、概要
や要点を把握し、論点や根拠を明
確にできる。

(SI 2)
①

　日常的な話題（について、情報や考
え、気持ちなどを即興で詳しく伝え合う
ことができる。また、発表した内容につ
いて、質疑応答をしたり、意見や感想
を伝え合ったりすることができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社会
的な話題について、必要に応じて絵・
写真や物などの視覚補助を用いて詳
しく説明し、段階的な手順を踏みなが
ら、情報や考え、意見や主張などを適
切な理由や根拠とともに詳しく伝え合
うことができる。また、これらの事柄に
ついて、意見や主張などを伝え合う
ディベートやディスカッションへと発展
させることができる。

(SP 2)
①

　日常的な話題について、情報や考
え、気持ちなどを適切な理由や根拠と
ともに詳しく伝えることができる。また、
発表した内容について、質疑応答をし
たり、意見や感想を伝え合ったりする
ことができる。
 

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社会
的な話題について、必要に応じて絵・
写真や物などの視覚補助を用いて詳
しく説明したり、段階的な手順を踏み
ながら、情報や考え、意見や主張など
を適切な理由や根拠とともに詳しく伝
えることができる。また、発表した内容
について、質疑応答をしたり、意見や
感想を伝え合ったりすることができる。

(W 2)
①

　日常的な話題について、情報や
考え、気持ちや感想などを適切な
理由や根拠とともに複数の段落を
用いて詳しく伝えることができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題について、発想から推
敲まで段階的な手順を踏みなが
ら、情報や考え、意見や主張など
を理由や根拠とともに複数の段落
を用いて詳しく伝えることができる。

高２

(L 3)
①
 　話される速さが調整され、はっき
りとなじみのある発音で話されれ
ば、日常的な話題について、対話
や放送などから必要な情報を聞き
取り、話し手の意図を把握できる。

②
　社会的な話題について、対話や
説明などから必要な情報を聞き取
り、概要や要点を把握することがで
きる。

(R 3)
①

　日常的な話題について、必要な
情報を読み取り、書き手の意図を
理解できる。また、物語などについ
ては、登場人物の心情や書き手の
意図を読み取りながら、そのあらす
じや趣旨を捉えることができる。

②
　社会的な話題について、必要な
情報を読み取り、概要や要点を把
握できる。

(SI 3)
①

　日常的な話題について、情報や
考え、気持ちなどを即興で伝え合う
ことができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題について、必要に応じ
て絵・写真や物などの視覚補助を
用いて詳しく説明し、気持ちなどを
理由や根拠とともに伝え合うことが
できる。また、これらの事柄につい
て、意見や主張などを伝え合うディ
ベートやディスカッションへと発展さ
せることができる。

(SP 3)
①

　日常的な話題について、必要に
応じて物や写真などの視覚補助を
用いて説明したり、情報や考え、気
持ちなどを理由や根拠とともに話し
て伝えたりすることができる。また、
発表した内容について、質疑応答
をしたり、意見や感想を伝え合った
りすることができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題について、必要に応じ
て絵・写真や物などの視覚補助を
用いて詳しく説明し、情報や考え、
意見や主張などを、理由や根拠と
ともに話して伝えることができる。ま
た、発表した内容について、質疑
応答をしたり、意見や感想を伝え
合ったりすることができる。

(W 3)
①

　日常的な話題について、簡単な
メモやメッセージ、電子メールや手
紙などを書いて概要を伝えたり、情
報や考え、気持ちなどを理由や根
拠とともに、段落を用いて伝えたり
することができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題について、発想から推
敲まで段階的な手順を踏みなが
ら、情報や考え、意見や主張など
を理由や根拠とともに段落を用い
て伝えることができる。
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高２

(L 4)
①
　はっきりと話されれば、ある程度
の長さの放送やメッセージなどに
ついて、自分が必要な情報を聞き
取ることができる。

②
　はっきりと話されれば、日本や海
外の学校生活や文化紹介等、日
常的な話題について、その話の概
要を聞き取ることができる。

③
　はっきりと話されれば、日常的な
話題から、社会的な話題（環境問
題など）を聞いて、話し手が最も伝
えたいことは何であるかを判断して
捉えることができる。

(R 4)
①

　英語の商品やルールの説明な
ど、日常的な話題について、 簡単
な語句や文で書かれたものから自
分にとって必要な情報を読み取る
ことができる。

②
　日本や海外の学校生活や文化
紹介など、日常的な話題につい
て、簡単な語句や文で書かれた短
い文章の概要を捉えることができ
る。

③
　意見文や物語などのまとまりの
ある文章を読んで、筆者または登
場人物の行動や心情の変化、全
体のあらすじなどの概要を捉える
ことができる。

④
　自然環境問題や平和問題などの
社会で起こっている出来事に関わ
る話題など、社会的な事柄につい
て、書き手が最も伝えたいことは何
であるかを判断して捉えることがで
きる。

(SI 4)
①
  過去の出来事や自分の経験など
について生徒が共通して関心を
持っていることについて、簡単な語
句や文を用いて即興で対話を継
続・発展させることができる。

②
　自分自身や家族に関すること、自
分の興味・関心の対象となることや
社会生活で必要なことなどについ
て、事実や自分の考え、気持ちな
どを整理し、聞き手が理解しやす
いように相手に配慮しながら質問
のやり取りを継続することができ
る。

③
　エネルギー問題や環境問題など
の社会的話題に関して聞いたり読
んだりしたことについて、それらを
共通の話題として、お互いの考え
や感想、意見などを述べ合いなが
ら、簡単なディスカッションやディ
ベートができる。

(SP 4)
①
　スポーツ、音楽、日常の出来事な
ど自分が関心のある事柄であれ
ば、既習の知識や技能を生かし
て、即興で伝えることができる。

②
　自分の興味・関心のあること、社
会生活で必要なことなど１つのテー
マに沿って、聞き手に分かりやすい
構成や展開を工夫しながら、まとま
りのある内容で伝えることができ
る。

③
　人権問題など社会で起こってい
る出来事や問題に関わる話題に関
して聞いたり、読んだりしたことをも
とに、自分なりの意見や感想を、理
由や自分が学んだこと、経験したこ
との例示などとともに聞き手に伝え
ることができる。

(W 4)
①
　趣味やスポーツ、好きな音楽や
映画など自分が関心を持っている
ことについて、伝えたい情報を正確
に捉え、整理したり確認したりしな
がら、簡単な語句や文を用いて正
確に書いて伝えることができる。

②
　　自分自身や家族に関すること、
学校生活などの日常的な話題につ
いて、電子メールやレポートなどの
形式に合わせて、読み手によりよく
伝わるように意識しながら、一貫性
があり、まとまりのある文章を書い
て伝えることができる。

③
　自然環境や平和などの社会的話
題に関して聞いたり読んだりしたこ
とをもとに、自分の意見や感想、そ
の理由などを、論点を明らかにした
り、順序付けを行ったりすることに
より、読み手にとって読みやすく分
かりやすい文章を書いて伝えるこ
とができる。

高１

(L 5)
①
　はっきりと話されれば、短く簡単
な機内放送などのアナウンスや天
気予報、留守番電話などを聞い
て、自分が必要な情報を聞き取る
ことができる。

②
　はっきりと話されれば、身近な事
柄についてのスピーチやニュース、
コマーシャルなどを聞いて、話の概
要を聞き取ることができる。

③
　はっきりと話されれば、日常的な
話題から社会的な話題（ユニバー
サルデザインなど）の説明や会話、
やり取りを聞いて、話し手が最も伝
えたいことは何であるかを判断して
聞き取ることができる。

(R 5)
①

　電子メールやウェブサイトなどの
日常的な話題について、簡単な語
句や文で書かれたものから自分に
とって必要な情報を読み取ることが
できる。

②
  簡単な英語で書かれた本やレ
ポート、体験談などの日常的な話
題について、簡単な語句や文で書
かれた短い文章の概要を捉えるこ
とができる。

③
　時系列で書かれた短い物語や説
明文などを読んで、そのあらすじや
大まかな内容を捉えることができ
る。

④
　日常的な話題から、社会的な話
題（ユニバーサルデザインなど）の
説明や本など、簡単な英語で書か
れた原稿や記事を読んで、書き手
が最も伝えたいことは何であるか
を判断して捉えることができる。

(SI 5)
①
　自分の予定、好きなことや得意な
こと、将来の夢など関心のある事
柄について、簡単な語句や文を用
いて即興で対話を継続・発展させ
ることができる。

②
　学級で人気のあるもの、町のお
すすめの場所など日常的な話題に
ついて、事実や自分の考え、気持
ちなどをあらかじめ整理した上で、
メモを見ながら簡単な話し合いをす
ることができる。

(SP 5)
①
　テレビ番組、ウェブサイト、映画、
将来の夢など自分が関心のある事
柄であれば、既習の知識や技能を
生かして、メモやキーワードを頼り
にして即興で伝えることができる。

②
　興味のあること、体験したことな
ど日常的な話題について調査をし
たり、レポートにまとめたりして事実
や自分の考え、気持ちなどを整理
した上でまとまりのある内容で伝え
ることができる。

③
　ユニバーサルデザインや世界遺
産などの社会的な話題に関して聞
いたり読んだりしたことについて、
考えたことや感じたこと、その理由
などを、簡単な語句や文を用いて
伝えることができる。

(W 5)
①
　自分の予定や経験、思い出、将
来の夢など関心のある事柄につい
て、簡単な語句や文を用いて正確
に書いて伝えることができる。

②
　おすすめのものや友達へのアド
バイスなど、学校生活や家庭生活
に関する日常的な話題について、
事実や自分の考え、気持ちなどを
整理し、手紙、電子メール、レポー
トなどの形式に合わせて、事実を
伝えたり、出来事を描写したりし
て、簡単な語句や文を用いてまと
まりのある文章を書いて伝えること
ができる。

③
　ユニバーサルデザインや世界遺
産などの社会的な話題に関して聞
いたり読んだりしたことについて、
考えたことや感じたこと、提案した
いことなどを、簡単な語句や文を用
いて、読み手にとって読みやすく分
かりやすい文章を書いて伝えるこ
とができる。

高１

(L 6)
①
　はっきりと話されれば、電話での
欠席連絡、簡単な商品説明、天気
予報などの日常的な話題について
のやり取りや話を聞いて、自分が
必要な情報を聞き取ることができ
る。

②
　はっきりと話されれば、休日の思
い出、自分の好きなことや自分の
興味のある事柄など日常的な話題
を聞いて、話の概要を聞き取ること
ができる。

③
　はっきりと話されれば、短く簡単
なアナウンスやインタビュー、ラジ
オなどを聞いて、その内容の要点
を捉え、話し手が最も伝えようとし
ていることが何かを判断して聞き取
ることができる。

(R 6)
①
　必要な持ち物や、天気、学校の
予定など日常的な話題について、
簡単な語句や文で書かれたものか
ら自分にとって必要な情報を読み
取ることができる。

②
 簡単な英語で書かれた紹介文や
物語などを読んで、その概要を捉
えることができる。

③
　国際協力などの社会的な話題に
ついて、書き手が最も伝えたいこと
は何であるかを判断して捉えること
ができる。

(SI 6)
①
　中学校生活や自分の好きなこと
など日常的な話題について、簡単
な語句や文を用いて即興で伝え合
うことができる。

②
　自分ができることやできないこ
と、身近な人紹介などの日常的な
話題について、事実や自分の考
え、気持ちなどを整理し、簡単な語
句や文を用いて伝えたり、相手か
らの質問に答えたりすることができ
る。

(SP 6)
①
　ふだんの行動や、スポーツ、音
楽、日常の出来事など関心のある
事柄について、簡単な語句や文を
用いて即興で伝えることができる。

②
　好きな有名人や思い出など自分
の興味のある事柄について、事実
や自分の考え、気持ちなどを整理
し、簡単な語句や文を用いてまとま
りのある内容で伝えることができ
る。

(W 6)
①

　趣味や好き嫌いなど、自分に関
する基本的な情報、自分が関心を
持っていることについて、日記や短
い説明などを簡単な語句や文を用
いて正確に書いて伝えることがで
きる。

②
　自分自身や家族に関することな
ど興味関心のある日常的な話題に
ついて、事実や自分の考え、気持
ちなどを整理し、簡単な語句や文
を用いてまとまりのある文章を書い
て伝えることができる。

③
　世界的な問題や地域の問題な
ど、社会的な話題に関して聞いた
り読んだりしたことについて、考え
たことや感じたこと、その理由など
を、簡単な語句や文を用いて、書
いて伝えることができる。
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